
水道施設台帳の整備

資料９



Ⅰ 水道施設台帳の作成状況について

不足する施設調書・施設平面図・写真帳を整備

参考資料 厚生労働省HPより
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Ⅱ 施設調書の作成

 施設ごとに名称・所在地・構造又は形式・数量・

能力・分類・設置年度・耐用年数・製造者を記載

 地区別（長野、松代、豊野、戸隠等）に分類

• 各担当課・出張所ごとに管理が出来るように分類

 水源、浄水場、配水池、ポンプ場、減圧槽に分類

• 更新時の作業性と考えに施設ごとに分類

 アセットマネジメントに活用するため取得価格を

記載

施設に関する諸元を示した調書（個票）
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Ⅱ 施設調書の作成

 既存の資料を収集

• 既存の資料：前回の台帳、認可申請書、竣工図書等

 既存資料を基に様式へ情報を記入

• 記入に際してはある程度の統一性を持たせる

 現地調査の実施

• 銘板等から事前に作成した台帳と照合

• 施設平面図の最終確認、写真撮影

 修正作業の実施

施設平面図及び写真台帳と関連した形で作成

３



配水池の施設調書
【戸隠地区】

20.平第１配水池 長野市戸隠栃原1629-2

№ 項　　目 構造又は形式 数　量 単位 形質・能力・寸法・容量 分　類 設置年度 耐用年数 製　造　者 備　　　考 取得価格

（内寸）　幅 1.20ｍ×延長 2.40ｍ×高さ 1.50m

（内寸）　幅 1.00ｍ×延長 2.20(1.20+1.00)ｍ×高さ 1.50m

2 流入弁 1 基 ギヤ式バタフライフロート弁 100㎜ 管路 1995 40 ㈱ 大和鉄工所

（内寸）　幅 8.00ｍ×幅 5.00ｍ×高さ 3.00（有効 2.00）m

　　　　　 有効容量 80.0㎥×2池 ≒ 160㎥　　　HWL＝889.60　　LWL＝887.60

4 建屋　RC構造 22.2 ㎡ （内寸）　幅 5.85ｍ×幅 3.80ｍ×高さ 2.50m　　３室 建築 1995 50

5 次亜注入ポンプ （1号） 1 基 液中ポンプ（ガスロックレスポンプ）　　形式：GLX 機械 2011 15 ㈱ タクミナ

6 次亜注入ポンプ （2号） 1 基 液中ポンプ（ガスロックレスポンプ）　　形式：GLX 機械 2011 15 ㈱ タクミナ

7 次亜タンク 1 槽 ケミカルタンク　　PVC　100㍑ 機械 2011 15 ㈱ タクミナ

8 残留塩素計 1 基 無試薬形遊離塩素計　　形式：FC400G 計装 2011 10 横河電機 ㈱

9 サンプリングポンプ 1 基 フレッシャ―ミニ　　形式：HPE形 機械 2011 15 ㈱ 荏原製作所

10 水位計 1 基 投込圧力式水位計（レベル計）　　形式：SL-180B 計装 2018 10 JEF　アドバンテック ㈱

11 計装盤 1 面 屋内自立型　　　（残留塩素濃度・水位・流量） 計装 2011 10 ㈱ 藤縄電機製作所

12 制御盤 1 面 屋内自立型　　　（次亜注入ポンプ制御盤） 計装 2011 10 ㈱ 藤縄電機製作所

13 RC構造 1 室 （内寸）　幅 0.80ｍ×幅 1.10ｍ×高さ 2.40m 土木 2018 60

14 流入流量計　（戸隠水系） 1 基 超音波流量計　　口径 150㎜ 計装 2018 10 東京計器 ㈱

15 FRP構造 1 室 （内寸）　幅 0.30ｍ×幅 0.60ｍ×高さ 0.60m 土木 2011 60

16 流入流量計　（谷沢水源系） 1 基 電子式水道メーター　　口径 50㎜ 計装 2015 10 アズビル金門 ㈱

17 レジコン構造 1 室 （内寸）　幅 1.60ｍ×幅 3.20ｍ×高さ 2.00m 土木 1995 60

18 配水流量計　（五十土・平第3配水池系） 1 基 電磁流量計　　 　口径 100㎜ 計装 2018 10 東京計器 ㈱

19 配水流量計　（平第2配水池系） 1 基 電子式水道メーター　　口径 100㎜ 計装 2018 10 アズビル金門 ㈱

20 立入防護柵 メッシュフェンス 65.0 ｍ 高さ 1.20ｍ 土木 1995 60

流量計室

滅菌・計装室

土木 1995 60

配水池 RC構造 1 池 土木 1995 60

1

3

所在地

着水井
RC構造 3 槽
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Ⅱ 施設調書の作成

取得価格が不明な箇所は委託により算出

 現有資産の把握は、資産台帳、工事台帳、費用関数、
見積り等から算出

 現在価格換算は「建設工事費デフレータ（2011年度
基準）」を用いる

アセットマネジメントに向けて取得価格の算出

台帳整備で精度の高いアセットマネジメントが可能に
５



Ⅲ 施設平面図の作成

 工事竣工図、認可申請書の添付図等を集める

 コンサルに図面作成業務を委託

• 施設数が620箇所ほど存在した

• 簡易的な現地測量を必要としない施設は130施設程度

 施設を管理する職員の案内において現地視察

 仮図面を基に現地調査し図面の精度を向上

 完成図面による現地最終確認

必要最低限の情報を記載した図面（CAD化）

６



配水池の施設平面図
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Ⅳ 写真台帳の作成

 施設調書の現地確認にあわせて撮影

 全体像が確認できる全景写真

 各構造物等が確認できる写真

 池状構造物、建物については内部も撮影

 機械及び計装機器は出来る限り詳細に撮影

施設の現地情報が確認可能な写真
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配水池の写真
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水道施設台帳

Ⅴ今後の課題について

電子システム導入による一元化

維持管理台帳の整備

水道GIS管路
情報

施設平面図

施設調書

写真台帳
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御清聴ありがとうございました。


